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　北秋田市の皆さまは、この寒い時期を暖かくお過ご

しでしょうか？

　今回のテーマは、雪国である秋田ならではの楽しみ、

「スノーアート」にしました。私の出身地もアメリカ

の寒いほうにありますので、生まれたときからずっと

暖かく過ごす必要性を実感してきました。出身地より

北秋田のほうが雪がたくさん降り、移動などが確かに

大変ではありますが、見渡す限り常に新雪に覆われ、

出身地にない美しさもあります。そのきれいな雪の上

だからこそ、スノーアートが美しく輝くのでしょう。

しかも、その美しい雪が降りやまないため、長くとど

まることなく、はかない風景になります。夜のライト

アップしたスノーアートを見るためには、寒さに耐え

る価値もあるのでは…？

　写真は昨年「秋田内陸線スノーアート2023 in 縄

文小ヶ田」の様子を内陸線車内から撮ったものです。

外は寒かったですが、列車の中は暖かかったという記

憶が残っています。

2024年は仙北市

の上桧木内で開催

される予定なので、

暖かい列車に乗っ

て見に行きません

か？

秋田内陸線スノーアート

北秋田市
地域おこし
協力隊

vol.71

北原 正敏 隊員

結
婚
支
援
の
新
た
な
取
り
組
み

き
た
あ
き
た
の

　
「
結
婚
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と

し
て
活
動
し
て
い
る
北
原
正
敏
で
す
。

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
の
出
会
い
を

応
援
す
る
た
め
、
市
や
市
民
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
、
新
た
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 

出
会
い
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
て
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
　
法
人
化
し
た
こ
と
に
よ
る
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
少
し
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
ま
で
結
婚
を
希
望
す
る
方
に
お

相
手
を
紹
介
す
る
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
市
内
居
住
者
に
限
定
し

て
い
た
た
め
、
出
会
い
の
幅
が
狭
い

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
新
た
に
全
国
的
に
婚
活

者
が
多
数
登
録
し
て
い
る
民
間
の
結

婚
相
談
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し

て
結
婚
相
談
所
事
業
を
行
い
、
併
せ

て
近
隣
市
町
村
の
方
も
入
会
で
き
る

よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
行

う
事
業
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
北
秋
田
市
の
実
家

を
離
れ
、
都
市
部
に
お
勤
め
、
お
住

ま
い
の
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
事

業
で
す
。

　
結
婚
相
談
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
全
国
に
登
録
さ

れ
て
い
る
会
員
の
紹
介
が
可
能
に
な

り
、
将
来
的
な
関
係
人
口
の
増
加
や
、

ま
た
、
北
秋
田
市
の
実
家
の
方
々
に

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
行
う
事
業
で
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
出
会
い
の
杜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

を
行
い
、
地
域
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

18
日（
月
） ▽
横
浜
戸
塚
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ・秋
田
県
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
寄
附
金
贈
呈（
本
庁
舎
）

 

▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式〔
佐
藤
健
太
隊
員・小
林
竜
也
隊
員
〕（
本
庁
舎
）

19
日（
火
） ▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議〔
最
終
日
〕（
議
事
堂
）

20
日（
水
） ▽
小
猿
部
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
交
流
会（
七
日
市
公
民
館
）

21
日（
木
） ▽
け
ん
し
ん
北
秋
田
地
区
合
同
忘
年
会（
コ
ム
コ
ム
）

22
日（
金
） ▽
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き・安
全
祈
願
祭（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）

25
日（
月
） ▽
阿
仁
合
・
大
阿
仁
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
農
業
再
生
協
議

会
第
２
回
臨
時
総
会（
第
二
庁
舎
）

26
日（
火
） ▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
取
締
役
会（
阿
仁
庁
舎
）

27
日（
水
） ▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

28
日（
木
） ▽
年
末
各
庁
舎
ま
わ
り（
市
内
）

1
日（
月
） ▽
第
43
回
北
秋
田
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン（
コ
ム
コ
ム
ほ
か
）

２
日（
火
） ▽
大
太
鼓
叩
き
初
め（
大
太
鼓
の
館
）

４
日（
木
） ▽
仕
事
始
め・年
頭
訓
示（
本
庁
舎
）

６
日（
土
） ▽
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会・防
犯
指
導
隊
連
合
会
査
閲
式（
合
川
公
民
館
）

７
日（
日
） ▽
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
観
閲・式
典（
文
化
会
館
ほ
か
）

９
日（
火
） ▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会・教
育
講
演
会（
文
化
会
館
）

11
日（
木
） ▽
㈱
北
日
本
鉄
工「
入
る
ベ
ア
ー
」贈
呈
式（
本
庁
舎
）▽
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
交
付

（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
第
47
回
新
春
交
流
会（
コ
ム
コ
ム
）

14
日（
日
） ▽
沢
口
地
区
新
春
交
流
会（
沢
口
公
民
館
）▽
第
28
回
の
れ
そ
れ
年
末
年
始
大
売
り
出

し
大
抽
選
会（
合
川
公
民
館
）

15
日（
月
） ▽
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
２
０
２
３
年
度
３
次
隊
出
発
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）▽
秋
田

県・県
内
市
町
村
と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

◇ 

12
月
16
日 
〜 

1
月
15
日

▲事業の詳細は、ホームページを
　ご覧ください。
　https://deainomori-project.org/

▲大太鼓叩き初め

▲元旦マラソン開始式

▲定例記者会見

仕事始め

令和６年

未
来
に
続
く
次
の
世
代
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

津
谷
市
長
の
年
頭
の
訓
示

　
仕
事
始
め
と
な
る
１
月
４
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で

は
、
津
谷
市
長
が
課
長
級
以
上
の
幹
部
職
員
ら
約
40

人
を
前
に
年
頭
の
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
「
新
た
な
気
持
ち
と
決
意
で
新
年
を
迎

え
た
と
思
う
が
、
私
も
、
新
た
な
抱
負
と
期
待
を
胸

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
。

元
日
の
能
登
半
島
地
震
、
翌
２
日
の
羽
田
空
港
の
事

故
と
、
新
年
早
々
の
重
大
な
災
禍
に
言
葉
を
失
っ
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
地
震
被

災
地
の
１
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
す
る
。
さ
て
、

人
の
流
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
社
会

と
経
済
活
動
が
大
き
く
動
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
長
引
く
国
際
的
な
社
会
不
安
と
物
価
高
騰
が

続
き
、
市
民
生
活
や
市
の
産
業
、
中
小
企
業
へ
の
影

響
は
今
も
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
７
月
の
豪
雨
災
害
、

８
月
の
記
録
的
猛
暑
、
秋
に
は
相
次
ぐ
熊
の
出
没
に

よ
る
人
身
被
害
が
過
去
最
多
と
な
る
な
ど
、
異
常
と

も
い
え
る
、
あ
る

い
は
歴
史
的
な
１

年
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
本
市
出
身

の
中
嶋
聡
監
督
率

い
る
オ
リ
ッ
ク

ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
の
パ
・
リ
ー
グ

３
連
覇
、
将
棋
の

藤
井
さ
ん
の
八
冠

達
成
や
ア
メ
リ
カ

大
リ
ー
グ
で
の
大
谷
選
手
の
活
躍
な
ど
は
、
市
民
そ

し
て
国
民
に
も
大
き
な
感
動
と
希
望
を
与
え
て
く
れ

た
」
な
ど
と
新
年
早
々
の
出
来
事
や
昨
年
の
振
り
返

り
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
地
政
学
リ
ス
ク
の
顕
在
化
と
と
も
に
、

日
本
、
そ
し
て
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
が
こ
れ
ま
で

の
常
識
を
越
え
て
大
き
く
変
わ
る
１
年
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
常
に
社
会
情
勢
の
変
化
を
意
識
し
て
、

状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
今
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
、

地
域
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
を
見
つ
け
、

情
報
共
有
し
て
問
題
解
決
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
日
々
意
識
し
て
臨
ん
で
ほ
し
い
。
４
月
か
ら
は

機
構
改
革
の
実
施
に
よ
り
新
た
な
組
織
体
制
と
な
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
は
も
と
よ
り
、
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
行
政
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
慣
習
に
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
思
い
切
っ
た
見
直
し
も
意
識
し
な
が
ら
新
し

い
も
の
を
作
り
上
げ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
ほ

し
い
。
５
年
、
10
年
先
の
北
秋
田
市
を
見
据
え
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
市
民
に
信
頼
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ

る
市
役
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
こ
う
」
な
ど
と
新

年
の
抱
負
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　
結
び
に
「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を
結
び
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
を
さ
ら
に
形
づ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
、
こ
の
北
秋
田
市
を
龍
の
よ
う

に
力
強
く
未
来
に
続
く
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
頑
張
ろ
う
」
な
ど
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。


